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江府町の人口

（12月31日現在）

世帯数1251世帯
人　口　増04人
（前月比－9人減）
（男）　ひ60
（女）　が44
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（男）

（女）

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
”
青
嵐
〟

オ
ー
プ
ン

▲スキーヤーに好評のレストハウス

奥
大
山
ス
キ
ー
場
に
完
成
し
た
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
が
一
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
鉄
筋
一
部
中
二
階
、

延
べ
面
積
二
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
五
、

二
五
〇
万
円
で
国
民
年
金
還
元
融
資
に
よ
り
新

築
さ
れ
ま
し
た
。

奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
、
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー

ス
と
駐
車
場
か
ら
近
い
ゲ
レ
ン
デ
に
人
気
が
あ

り
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
昼
食
、
休
憩
も
甘
酒
茶
屋
の
食

堂
で
ま
か
在
っ
て
い
た
た
め
、
四
季
を
通
じ
て

混
雑
し
、
特
に
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
冬
期
間
は

不
便
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
は
一
度
に
一
五
〇
人
を
収
容
で
き
、
奥

大
山
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
称
”
青
嵐
〃
は
、
青
々
と
し
た
山
気
、
薫

風
を
意
味
し
、
若
者
へ
ロ
マ
ン
を
託
し
て
井
上

町
長
に
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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5
9
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
十
七

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計

・
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
補

正
予
算
な
ど
町
長
提
出
の
十
六
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計予算

4，017万円

を追加

報町
一

五
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算

府
　
歳
入
　
二
二
億
五
、
四
五
嘉
八
、

四
八
三
円

江第196号

歳
出
　
二
二
億
〇
、
三
九
七
万
七
、

九
六
四
円

差
引
残
額五

、
〇
五
四
万
〇
、
五
一

九
円

（
各
会
計
決
算
状
況
は
、
次
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

江
府
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

江
府
町
総
合
計
画
審
議
会
設
置

条
例
制
定
（
九
月
議
会
で
議
決
）

に
伴
い
、
同
委
員
の
調
査
、
審
議

に
要
す
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を

必
要
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

美
用
地
区
美
用
工
区
字
の
区
域
の

変
更
及
び
廃
止

町
営
土
地
改
良
事
業
美
用
地
区

実
用
工
区
は
場
整
備
の
換
地
処
分

に
係
る
字
の
区
域
を
変
更
及
び
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
四
、
〇
一
六

万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
一
億
六
、
九
三
九
万
八
千
円
と

し
ま
し
た
。

補
正
の
主
を
内
容
は
、
電
源
交

付
金
事
業
、
国
体
費
、
道
路
新
設

改
良
費
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
費

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
繰
入
金
、

町
億
な
ど
を
充
当
し
、
補
正
措
置

を
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
　
（
第
一
号
）

既
定
の
予
算
額
の
う
ち
、
高
額

療
養
費
及
び
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理

委
託
料
等
の
増
に
よ
り
、
歳
出
内

容
を
組
替
え
す
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
八
一
四
万

二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

三
億
〇
、
五
一
三
万
二
千
円
と
し
ま

し
た
。

補
正
の
主
を
内
容
は
、
医
療
給

付
費
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
財
源
と
し
て
、
支
払
基
金
交
付

金
、
繰
越
金
、
諸
支
出
金
等
を
充

当
す
る
も
の
で
す
。

奥
大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋

運
営
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）既

定
の
収
益
的
収
入
及
び
支
出

総
額
の
内
、
営
業
費
用
の
既
定
額

一
億
三
、
三
四
三
万
円
に
六
二
万
八

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
一
億
三
、

四
〇
六
万
七
千
円
と
し
、
こ
の
財

源
と
し
予
備
費
を
六
二
万
八
千
円

減
額
し
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

を
そ
れ
ぞ
れ
二
四
〇
万
円
増
額
し

総
額
を
五
、
七
四
〇
万
円
と
し
ま

し
た
。

こ
の
内
訳
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
建
設
に
伴
う
企
業
債
の
減
額
に

よ
り
、
こ
れ
の
財
源
と
し
て
損
益

勘
定
留
保
資
金
を
繰
入
れ
て
補
て

ん
し
、
補
正
措
置
を
す
る
も
の
で

す
。

町

長

日

誌

1
2
　
月

1
日
㈲
　
郡
社
会
教
育
研
究
会
（

溝
口
町
）
、
町
内
各
小
学

校
学
芸
発
表
会

2
日
月

3
日
㈹

4
日
羽

5
日
木

6
日
金

7
日
土

9
日
月

1
0
日
㈹

日
日
小

12
日
㈹

1
3
日
励

神
戸
市
出
張

（
教
育
委
員
、
学
校
長

合
同
視
察
）

万
福
寺
落
慶
法
要

監
査
委
員
会
、
保
育
園

保
護
者
会
・
日
野
農
林

振
興
局
振
興
課
長
来
庁

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
定

例
会
（
日
南
町
）

国
体
鼓
隊
出
演
者
メ
タ

ル
授
与
式
、
建
設
省
道

路
局
陳
情
会

農
林
関
係
予
算
陳
情

（
鳥
取
市
）

議
会
運
営
委
員
会

西
部
町
村
長
会

農
業
委
員
会
、
佐
川
部

落
役
員
来
庁
、
町
内
弔

問森
林
組
合
役
員
会
、
除

雪
事
業
検
討
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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町
長
の

行
政
報
告

（
十
二
月
定
例
中
議
会
か
ら
）

総
　
　
務

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
決
算
監
査
が
、
十
一

月
十
四
日
か
ら
八
日
間
、
関
係
職

員
立
会
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二

日
ま
で
、
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
、
期
間
中
、
消
防
団
員

と
西
部
広
域
消
防
署
員
が
各
部
落

の
水
利
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の

点
検
を
実
施
し
、
防
火
態
勢
の
万

全
を
図
り
ま
し
た
。

十
一
月
は
、
明
る
い
選
挙
推
進

月
間
で
あ
り
、
日
野
町
で
実
施
さ

れ
た
日
野
郡
ブ
ロ
ッ
ク
明
る
い
選

挙
推
進
指
導
者
研
修
会
に
各
団
体

か
ら
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
に
よ
り
、
住
民
の

地
方
自
治
、
選
挙
へ
の
関
心
を
深

め
日
頃
か
ら
明
る
い
選
挙
に
向
っ
て

努
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

民
　
　
生

十
一
月
九
日
、
江
府
町
戦
没
者

並
び
に
殉
職
者
慰
霊
祭
を
土
井
之

▲厳粛に行われる町慰靂祭

内
会
館
に
お
い
て
仏
式
に
よ
り
挙

行
し
、
遺
族
・
来
賓
二
三
〇
名
が

参
列
し
ま
し
た
。

住
民
の
健
康
対
策
事
業
と
し
て

各
種
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
受

診
者
、
受
診
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。

十
二
月
六
日
、
日
野
町
江
府
町

日
南
町
衛
生
施
設
組
合
議
会
が
、

日
南
町
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
九

年
度
組
合
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が

次
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
　
八
、
二
三
四
万
七
、
五
九
二
円

歳
出
　
七
、
七
五
八
万
六
、
〇
五
六
円

差
引
残
額

四
七
六
万
一
、
五
三
六
円

産
　
　
業

十
一
月
十
六
・
十
七
日
、
鳥
取
県

庁
で
開
か
れ
た
第
二
十
四
回
鳥
取

県
農
林
水
産
祭
で
、
御
机
の
伊
達

数
行
さ
ん
が
優
秀
生
産
農
林
水
産

者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

伊
達
さ
ん
は
、
夏
だ
い
こ
ん
生
産

者
の
中
核
と
し
て
組
織
の
確
立
、

栽
培
技
術
の
普
及
を
率
先
し
て
行
い

経
営
規
模
拡

対象者 受診者 （受 診率

一 般 検 診 1，3 3が 　 人
1 ，10 6 83 ．2％

（内精密 者） （125） （119） （95 ．2）

胃 がん検 診 1，540 584 37 ．9％

子宮 がん検該 1，0 29 40 2 39 ．1％

肺 がん検 診 213 213 100 ．0％

結 核 検 診 2，136 1，94 0 90 ．8％

ん
大
並
び
に
品

さ
質
向
上
に
努

晰
銅
鮎
鮎

伊
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ

り
受
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

国
　
　
体

国
民
体
育
大
会
山
岳
競
技
引
継
式

が
、
十
一
月
十
四
日
、
次
回
開
催

⑳県
山
梨
県
の
白
州
町
役
場
で
行
わ

れ
、
国
体
山
岳
四
町
連
合
、
県
山

協
か
ら
坂
田
会
長
以
下
十
七
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

教
　
　
育

冬
季
分
校
給
食
二
月
二
一
月
）

の
実
施
に
つ
い
て
、
各
分
校
保
護

者
と
懇
談
会
を
開
き
、
要
望
に
従

っ
て
一
月
十
日
か
ら
開
始
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

第
三
十
七
回
、
全
国
同
和
教
育

研
究
集
会
が
十
一
月
二
十
三
日
か

ら
三
日
間
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、

行
政
∴
字
校
・
地
域
等
代
表
五
名

が
参
加
し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
、
本
町
五
丁
目
集
会

所
運
営
審
議
委
員
及
び
運
営
委
員

の
視
察
研
修
を
行
い
、
県
内
先
進

地
中
山
町
・
名
和
町
・
溝
口
町
の

各
集
会
所
・
隣
保
館
・
児
童
館
を

ど
の
運
営
管
理
及
び
施
設
状
況
に

つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
神
奈
川
県
青
年

国
内
研
修
の
鳥
取
県
コ
ー
ス
の
中

で
、
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
の
三
日
間
、
江
府
町
内
で

施
設
見
学
、
勤
労
体
験
、
交
換
会
、

1
4
日
出
除
雪
対
策
会
議
、
民
生

委
員
会

16
日
㈱
除
雪
対
策
会
議
、
中
国

電
力
㈱
役
員
・
米
子
鉄

道
管
理
局
課
長
来
庁

1
7
日
㈹
町
議
会
定
例
会

1
8
日
㈱
中
国
電
力
㈱
役
員
来
庁

1
9
日
㈹
部
内
課
長
会
議

2
0
日
也
建
設
課
事
業
入
札

2
1
日
出
農
協
と
の
協
議
会

2
3
日
㈱
米
沢
財
産
区
委
員
会

（
米
子
市
）

2
4
日
㈹
在
勤

2
5
日
㈱
西
部
町
村
会
評
議
員
会

（
米
子
市
）

2
6
日
㈹
ス
キ
ー
場
祈
願
祭
、
粟

尾
集
会
所
竣
工
式

2
7
日
惚
役
場
職
員
互
助
会

2
8
日
出
仕
事
納
め

町
青
年
団
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
四
十
回
国
民
体
育
大
会
（
わ

か
と
り
国
体
）
山
岳
競
技
開
始
式

な
ど
本
町
で
の
国
体
開
催
に
伴
い

特
に
協
力
を
得
た
町
内
小
中
学
校

児
童
・
生
徒
の
感
謝
式
を
行
い
、

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

Soumu
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

十
二
月
定
例
町
議
会
で
昭
和
五
十
九
年
度

の
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
と
決
算
は
、
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の

で
す
。
な
か
で
も
決
算
は
、
一
年
間
の
町
づ

く
り
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
は
い
く
ら

か
、
そ
の
税
金
は
ど
う
使
わ
れ
た
か
、
そ
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

報町府江

五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
二
二
億
五
、
四
五
一

万
八
、
四
八
三
円
、
歳
出
二
二
億

〇
、
三
九
七
万
七
、
九
六
四
円
で
差

し
引
き
五
、
〇
五
四
万
〇
、
五
一
九

円
が
六
十
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て
い

ま
す
。

その他41，420千円1．8％

地方譲与税

自動車取得税交付金

国有提供施設所在市
町村助成交付金

交通安全対策特別
交付金

使用料及び手数料

寄　附　金

歳
入

収
入
で
は
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

で
、
県
支
出
金
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
は

町
が
事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や

県
が
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目
で

事
業
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、

国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
た
事
業

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接

関
係
あ
る
町
税
は
、
昨
年
に
比
べ

法
人
税
が
減
少
し
、
町
民
一
人
当

り
の
納
付
額
は
、
六
万
三
、
二
〇
八

円
と
な
り
ま
す
。

歳
出

支
出
総
額
で
は
、
昨
年
に
比
べ

一
億
一
、
四
虚
空
千
。
増
え
、

歳入の状況

地方交付税

775．284千円

34．4％歳入総額
22億5，451万

8千円

県支出金
322，349千円

14．3％

繰入金17，357千円0．8％

諸収入38．434千円1．7％

財産収入82，964千円3．7％
分担金及び

800千円3．8％

繰越金90，533千円4．0％

国庫支出金
195，427千円

8．7％

町　債
293，900千円

13．0％

町　税
311，049千円

13．8％

町民1人当たりの
納める税金　63，208円

◎

Soumu
テキストボックス
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特別会計
国　民　健　康　保　険

歳　　入

歳　　出

簡　易　水　道　事　業
歳　　入
歳　　出

米　沢　財　産　区
歳　　入

歳　　出

神　奈　川　財　産　区
歳　　入
歳　　出

江　尾　財　産．区
歳　　入
歳　　出

住宅新築資金等貸付事業
歳　　入
歳　　出

老人居室整備資金貸付事業
歳　　入
歳　　出

障害者住宅整備資金貸付事業
歳　　入

歳　　出
老　　人　　保　　険

歳　　入
歳　　出

231，003千円
228，243千円

21，029千円
19，186千円

113，872千円
112，001千円

190千円
62千円

15，437千円
15，317千円

15，203千円
15，013千円

11，581千円
11，567千円

4，956千円
4，881千円

281，525千円
278，567千円

▲新構造改善事業で完成した貝田集落センター

ま
す
。

大
き
を
も
の
と
し
て
は
、
農
林

水
産
業
費
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

土
木
費
の
伸
び
も
大
き
く
、
こ
れ

は
国
・
県
の
施
策
を
導
入
し
て
、

緊
急
を
要
す
る
基
盤
整
備
事
業
、

道
路
整
備
を
ど
の
地
域
開
発
事
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
た
め
で

す
。目

的
別
支
出
の
状
況
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

五

五
％

麺
率
と

を

つ

て

い

Soumu
四角形
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19名をお祝い

高齢者顕彰式

＿〆ず

〆〆〆

▲表彰状を読みあげる井上町長

受彰者
プロフィール

うに人間町宝

名誉賞
御机川上かね引101歳）

福寿賞
一旦長尾いそ㌔（10臓）

白寿賞

本四徳岡たかも（9鳩）

報丁田府江第196号

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館

で
成
人
式
に
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者

顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
の
川
上
か
ね
さ

ん
に
引
き
続
き
、
一
旦
の
長
尾
い

そ
さ
ん
が
数
え
年
百
歳
を
迎
え
ら

れ
、
人
間
町
宝
福
寿
賞
を
受
賞
。

本
町
四
丁
目
の
徳
岡
た
か
さ
ん
も

九
十
九
歳
で
白
寿
賞
を
受
賞
さ
れ
、

人
間
町
宝
が
三
人
と
在
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
参
列
す
る
を
か
式
典

で
井
上
町
長
は
、

「
こ
の
機
会
に
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
に
も
、
社
会
に
家
庭
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
大
先
輩
に
あ
や
か
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
高
齢
者
の
方

に
は
、
新
成
人
の
若
さ
あ
ふ
れ
る

精
気
に
ふ
れ
、
益
々
元
気
に
お
過

ご
し
い
た
だ
く
こ
と
が
こ
の
顕
彰

式
の
ゆ
え
ん
で
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
い
よ
い
よ

ご
達
者
で
、
幸
せ
を
重
ね
ら
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
止
と
、

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
た
に

九
名
の
顕
彰
者
を
加
え
た
十
九
人

に
記
念
品
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
へ

感
状
二
鳥
齢
者
介
護
年
金
手
当
を

贈
り
ま
し
た
。

6
1
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成

人

式

一
月
十
五
日
、
午
前
十
時
か
ら

土
井
之
内
会
館
で
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
、
本
町
で
は
、
六
十
一
人
が

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
四
十
七
名
が
出
席

し
、
来
賓
の
祝
福
を
受
け
、
新
成

人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

割く高齢者名誉賞

本　四　　　　　　　宮　市

渡辺豊治も（93歳）　　長岡かめよも（98歳）

宮ノ前　　　　　　　洲河崎

土井垣秋子も（93歳）　　小峰かめの㌔（97線）

下安井　　　　　　　大河原

三輪永治射93歳）　　野田とみよ加庸）

小江尾

音田佐一も（9上磯）

米高齢者顕彰

洲河崎　　　　　　吉　原

浦部弥四郎も（92歳）　　新見まつ恕92歳）

宮市原　　　　　　　本　四

松本発作射9壇）　　住田栄太郎射92歳）

下安井　　　　　　　下蚊屋

久木千代も（92歳）　　小格和加憲i（92歳）

i．・．こ
御　机　　　　本　三　　　　下安井

川上典書も（9城）　松尾真書も（9城）中村柴蔵射92歳）

●
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消
防
出
初
式

任
務
遂
行

一
月
六
日
、
新
春
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
上
ノ
段
広
場
で
行
わ
れ
、

来
賓
、
西
部
広
域
消
防
署
員
、
町

消
防
団
員
ら
九
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

出
初
式
で
は
、
町
長
、
来
賓
の

祝
辞
を
受
け
た
後
、
閲
団
、
点
検

小
隊
教
練
を
行
っ
て
、
消
防
任
務

遂
行
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

を
お
、
出
初
式
で
の
優
良
団
員

⑳

の
決
意
新
た
に

表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
町
長
表
彰
〕
功
績
章
…
浜
本
伸

介
　
勤
続
章
…
岡
田
雄
成
　
精
勤

章
…
山
川
浩
市
　
〔
知
事
表
彰
〕

功
労
章
…
芦
立
書
明
　
功
績
章
…

岡
田
憲
典
、
井
上
博
壬
　
〔
県
消
防

協
会
長
表
彰
〕
功
績
章
…
井
上
博

壬
　
勤
続
章
…
伊
藤
禎
人
、
小
沢

等
正
〔
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
〕

功
績
章
…
竹
内
敏
朗
、
遠
藤
　
功

善意のもちつき

江府町農協青年部

ト
降
雪
の
中
で
行
わ
れ
る
表
彰
式

明
倫
小
学
校
で

た
こ
上
げ
大
会

整
抱
漕
纏
絹

廉
　
　
旦
っ
」
山
大
埜
†
墨
」
」
」
］
」
日
．

江
府
町
農
協
青
年
部
（
部
長
中

田
泰
さ
ん
）
で
は
、
町
内
の
生
活

に
お
困
り
の
家
庭
に
温
か
い
正
月

を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
町
の
善

意
銀
行
に
正
月
餅
の
寄
託
を
計
画
、

年
末
の
十
二
月
二
十
七
日
江
尾
節

季
市
の
当
日
、
農
協
本
所
前
で
、

餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

餅
つ
き
は
、
青
年
部
の
自
営
田

か
ら
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
約
六
〇

㌔
を
も
っ
て
〝
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ

き
市
〝
と
称
し
、
昔
を
が
ら
の
四

人
づ
き
で
行
わ
れ
、
つ
き
た
て
の

餅
は
、
折
箱
に
詰
め
ら
れ
た
激
励

の
あ
い
さ
つ
状
を
添
え
部
員
の
手

で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

農
協
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
、
心

の
温
か
さ
に
接
し
、
善
意
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

明
倫
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
冬
休
み
の
宿
題
で
た

こ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
こ
の
手
作
り
だ
こ
の
た
こ
上
げ
大
会
が
、

一
月
二
十
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
で
き
ば
え
吋
て

や
あ
し
の
付
け
方
一
つ
で
微
妙
に
違
っ
て
し
ま
い
ま

す
。風

に
の
っ
て
空
高
く
舞
い
上
る
た
こ
や
、
く
る
く

る
回
っ
て
落
ち
て
し
ま
う
た
こ
と
様
々
で
す
が
、
斯

き
ろ
く
賞
、
よ
く
上
っ
た
で
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
、
き

れ
い
に
で
き
た
で
賞
と
ご
ほ
う
び
も
あ
っ
て
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
己
㈲
祝
宴
迫
動
且
且
且
困
同
幅
町
子
㌣

廿
警
手
旦
ヱ
刃
虻
風
土
旦
言
‖

旦
廿
や
旦
4
両
甘
木
釆
東
面
僻
村
十
㈲

二
千
千
旦
］
‖
〔
「
［
］
］
目
口
」
≧
「

控
賛
意
首
肯
F
匹
塑
且
鼎
肯
儒

五
色
王
墓
嵐
山
園
㈲
同
盲
甘

㈲
音
一
甘
璃
瀦
釘
軒
】
丸
首
廿
日
軒
下
仁

譲
が
サ
尉
官
互
相
打
凧
P
l
H
H
L
⊥
目

口
材
耳
閥
〔
軒
下
官
有
甘
価
前
官
屑

「
ニ
与
っ
．
｛
旦
彗

ト
慣
れ
た
手
つ
き
で
も
ち
づ
く
り
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申告と納励ま3月I5日ま否

確定申告は

正しく　お早めに

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
と
を

り
ま
し
た
。
も
う
、
準
備
は
お
済

み
で
す
か
。

確
定
申
告
は
、
あ
な
た
の
昨
年

一
年
間
の
総
決
算
で
す
、
私
た
ち

が
納
め
る
所
得
税
の
税
額
を
最
終

的
に
確
定
す
る
た
め
に
は
、
住
所

地
の
税
務
署
長
に
確
定
申
告
書
を

提
出
し
を
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

申
告
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

〇
一
般
の
人

・
商
業
、
工
業
、
農
業
、
漁
業
な

ど
を
営
ん
で
い
る
人
。

・
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
不
動
産

の
売
却
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人
。

六
十
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
（
三
十

三
万
円
）
配
偶
者
控
除
（
三
十
三

万
円
）
扶
養
控
除
二
人
当
り
三

十
三
万
円
）
そ
の
他
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
、
必
ず

申
告
し
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人

や
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
所
得
を
確
か

め
て
み
て
下
さ
い
。

（
参
　
考
）

六
十
年
分
の
所
得
金
額
が
、
次

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
申
告
が

必
要
で
す
。

・
独
身
者
の
場
合
…
三
十
三
万
円

・
夫
婦
者
の
場
合
…
六
十
六
万
円

・
夫
婦
と
子
供
一
人
の
．
場
合

…
九
十
九
万
円

・
夫
婦
と
子
供
二
人
の
場
合

…
百
三
十
二
万
円

・
夫
婦
と
子
供
三
人
の
場
合

…
百
六
十
五
万
円

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

除
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の
金
額

に
上
積
み
と
な
り
ま
す
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）

の
所
得
税
は
、
年
未
調
整
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申

告
し
を
け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。

・
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
人

◇
増
与
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

昨
年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
を
合
計
し
て
、
六
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

金
銭
の
や
り
と
り
を
し
な
い
で

親
が
所
有
し
て
い
た
土
地
建
物
を

子
の
名
義
に
変
え
た
り
、
金
銭
の

貸
借
形
式
を
と
っ
て
い
て
も
「
あ

る
時
払
い
の
催
促
を
し
」
の
よ
う

に
実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
夫
婦
間
で
住
宅
な
ど
の

贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
一
定

の
要
件
の
も
と
に
、
基
礎
控
除
六

十
万
円
の
ほ
か
に
「
配
偶
者
控
除
」

と
し
て
最
高
一
千
万
円
ま
で
の
控

除
が
受
け
ら
れ
る
特
典
が
あ
り
ま

す
。

◇
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の

利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
他
の

所
得
と
は
分
離
し
て
所
得
税
を
計

算
し
ま
す
。

国民年金保険料の

未納はありませんか

昭
和
六
十
年
度
も
残
り
少
を
く

在
っ
て
き
ま
し
た
。
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

未
納
に
な
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
受
給
す
る
時
、
年
金
が

も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
額
が
少
を

く
在
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

厚
生
年
金
等
に
も
影
響
し
、
折
角

勤
め
て
い
た
間
、
厚
生
年
金
を
納

め
て
い
て
も
も
ら
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
ケ
月
未
納

に
在
っ
た
た
め
に
手
続
き
し
て
も

障
害
年
金
等
が
も
ら
え
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
年
金
保
険
料
は
月

々
キ
チ
ン
と
納
め
て
、
後
で
あ
わ

Soumu
四角形
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譲
渡
所
得
は
、
売
っ
た
土
地
や

建
物
を
い
つ
か
ら
所
有
し
て
い
た

か
に
よ
っ
て
「
長
期
」
と
「
短
期
」

に
区
分
し
ま
す
。
昭
和
六
十
年
中

に
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
に

は
、
取
得
時
期
が
昭
和
四
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
場
合
を

「
長
期
譲
渡
所
得
」
、
昭
和
五
十

年
一
月
一
日
以
後
の
場
合
を
「
短

期
譲
渡
所
得
」
と
し
て
所
得
税
を

計
算
し
ま
す
。

な
お
、
「
長
期
」
と
「
短
期
」

で
は
税
率
を
ど
が
異
を
っ
て
い
ま

す
。◇

申
告
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
場
合

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
の
適

用
を
ど
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
納
め
た

税
金
の
方
が
そ
の
年
に
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
を
い
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
る
人
は
、
申
告
を
し
て
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。期

限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
所
得
を
少
を
く
申
告
し
た

人
は
、
税
務
署
の
調
査
に
よ
っ
て

税
金
を
追
徴
さ
れ
る
だ
け
で
を
く
、

加
算
税
や
延
滞
税
を
余
分
に
納
め

る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

町
で
は
、
下
記
の
日
程
で
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

下
さ
い
。

会場　江府町役場二階会議室

こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く
…
…

○
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人

は
必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

O
「
印
鑑
」

○
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉

徴
収
票
」

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細

書
」

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
・
明

細
書
、
保
険
を
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書
」

○
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

「
保
険
料
が
一
契
約
九
千
円
超

の
も
の
の
証
明
書
」

○
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

支
払
保
険
料
の
証
明
書

○
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は

「
登
記
簿
謄
本
」
　
「
住
民
票
の

写
し
」
　
「
売
買
契
約
書
」
　
「
住

宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の
償
還

金
額
等
証
明
書
」
を
ど

月 日 曜
日

午　　　　　　 前 午　　　　　 後

2 2 1 金 営 庶 業 ・ 山 林　 譲 渡　　　 管 理 対 象 農 家　　　　　　　　　 （終　　 日 ）

26 水 大 河 原 8 ：3 0～ 1 1 ：00 宮　 市 ・御　 机 ・笠 良 原 1 3 ：0 0一一16 ：0 0

27 木 助　 沢 ・下 蚊 屋 ク 洲 河 崎 ・一　 旦 ク

28 金 吉　 原 ・西　 成 ・袋　 原 ク 美　 用 ・小　 原 ク

3 1 土 宮 市 原 ・半 ノ上 ・宮 ノ 前 一ケ

2 月 杉　 谷 ・乗　 尾 ク 下 安 井 ・武　 庫 13 ：0 0一一1 6 ：0 0

4 火 池 ノ内 一ケ 貝　 田 ク

5 水 尾 上 原 ・日 ノ 譜 ク 荒　 田 ・新　 道 ・深 山 口 ク

6 木 久　 連 ・柿　 原 ク 本　 一 ・大　 方 〃

7 金 本　 五 ク 本　 二 ・本　 三 ・本　 四 ク

8 土 小 江 尾 ク

10 月 佐　 川 ク 新　 一 ・新　 二 13 ：0 0 ～ 16 ：0 0

1 1 火 農 業 青 色 申 告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終　 日）

1 2 水 農 業 青 色 申 告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終　 日）

て
る
こ
と
の
を
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。十

月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤

い
羽
根
共
同
募
金
と
十
二
月
か
ら

は
じ
ま
っ
た
歳
末
た
す
け
合
い
募

金
に
は
、
町
民
の
み
を
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
総
額
、
一
四
三
万
三
、

六
二
三
円
の
お
金
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。さ

っ
そ
く
町
内
の
該
当
世
帯
と

本
町
出
身
で
福
祉
施
設
入
所
の
方

々
へ
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
お
、
募
金
の
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
赤
い
羽
根
募
金

八
七
万
一
、
一
〇
八
円

・
歳
末
た
す
け
合
い
募
金

五
六
万
二
、
五
一
五
円
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人の動き

高
津

ノ
　
届
　
千
藤

竹
茂

報Tm
P府江

お
誕
生
お
め
で
と
う

一
旦
　
遠
藤
　
貴
之
　
道
弘
　
長
男

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

中
島
　
俊
文

上
前
万
由
美

日
野
郡
溝
口
町

助
澤
か
ら

薄
井

堀森
下

岡
田

篠
田

久
崎

原川
上

大
西

都
築

張馬
崎

江
本

孝
司

範
子

幸
人

玲
子

英
次誉

三
穂

典
枝

明
治

美
恵
子巽

順
子

光
徳

雄
華直

千
春

））））））））
御
机

吉
原
か
ら

俣
野

栃
木
県
那
須
都
か
ら

長
崎
県
南
高
木
郡

佐
川
か
ら

江
尾

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

洲
河
崎
影
山
輿
一
7

3
歳
清
治
宅

本
三
勝
部
輝
子
5
4
歳
静
枝
宅

富
市
長
岡
吹
雪
6
1
歳
輝
雄
宅

新
二
赤
井
福
代
7
5
歳
加
寿
子
宅

日
野
郡
溝
口

境
港
市

本本員

田
森
田
勝
史
4

8
歳
稔
宅

二
永
井
照
子
7
7
歳
照
子
宅

五
川
端
括
美
7
4
歳
一
美
宅

江
尾
か
ら

御
机

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

江
尾

中
国
か
ら

北
海
道
札
幌
市

江
尾
か
ら

ありがとう

ございました

12月中寄託分

香
典
返
し
と
し
て

洲
河
崎
　
影
山
清
治
殿

（
父
輿
一
様
ご
逝
去
）

本
　
三
　
勝
部
静
枝
殿

（
長
女
輝
子
様
ご
逝
去
）

宮
　
市
　
長
岡
輝
雄
殿

（
妻
吹
雪
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

新
一
宮
本
雅
昭
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
山
崎
　
操
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本

一

谷

口

順

雄

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
吉
岡
修
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
梅
林
芙
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
水
田
道
明
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

栗
　
尾
　
末
次
　
力
殿

（
母
貞
子
様
退
院
）

池
ノ
内
　
藤
原
薩
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
梶
原
義
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
中
田
美
樹
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

＊
　
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と

ミテレビ離れミ　も

健康づくりのひとつ

新年あけましておめでとうございます。

新しい年を迎えて、今年の抱負は何で

すか。

今年も、あるいは今年こそ、健康づく

りに励もうと決心された方も多いと思い

ます。

やはり、働くためにも、遊ぶためにも

ミ健康ミ　が資本であるということは、皆

さまご存じのことです。

そこで提案。

健康づくりの一つに　ミテレビ離れモ　をお

勧めします。

眼に良くをい。姿勢が悪くなる。はも

ちろんですが、

①運動不足…ミ散歩は体にいいらしいミ

ミ軽くジョギングもいいだろうモ　とわか

っていてもついつい、テレビベッタリ。

②睡眠不足…現代人は大人も子どもも

慢性的を睡眠不足と言われています。疲

れが十分取れず体力が回復しないまま次

の日に持ち越し、それがだんだんたまっ

ていく。そして何かの時にガタッといく。

（診会話不足…一家団らんの食事時間に

もテレビが入りこみ、家族の会話が不足

する。

健康づくりの第一歩を、それぞれの家

庭で、自分にあった方法で始めてみて下

さい0　　　　　　　　　　　（藤森）

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
一
月
末
累
計
額

三
百
三
十
万
一
千
六
百
十
九
円

2
、
十
二
月
中
寄
付
額

二
十
六
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
八
万
五
千
円

快
気
祝
　
十
七
万
五
千
円

3
、
支
出
額
・

謝
　
金
一
万
円

4
、
十
二
月
末
累
計
額

三
百
五
十
五
万
一
千
六
百
十
九
円

㊧

⑳
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